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論 文 内 容 の 要 旨 
鳥類の生活史進化に関する研究は，自然選択圧として作用する捕食圧・餌資源・気候条件などの外
的要因を中心に，主に北半球の温帯域で発展してきた．しかし北半球の温帯域に生息する鳥類は，全
体の 25％未満にすぎず，多くの種を含む熱帯性鳥類の生活史形質は，従来の生活史進化モデルでは
説明できないことがわかってきた．生活史形質の緯度的変異には，これまでに餌条件や捕食リスクな
どの生態学的要因が重要視されてきたが，近年では宿主-寄生者の相互作用も重要な役割を果たす可
能性が指摘されている．しかし宿主-寄生者の相互作用が，温帯と熱帯に生息する鳥類の生活史形質
の違いを引き起こす要因になることを実証した研究は未だない．そこで本研究では，温帯から亜熱帯
に近年分布を拡大させたモズ Lanius bucephulas を対象に，亜熱帯域の宿主-寄生者の相互作用を含
めた外的要因が，温帯性鳥類の生活史進化に与える影響を包括的に明らかにすることを目的とした． 
調査は1970年代に亜熱帯性島嶼である南大東島に繁殖個体群を形成させたモズの隔離個体群を対
象に，2002-09 年にかけて行った．南大東島で繁殖するモズの鳥マラリア感染率は 9 割以上を示し，
1 割未満の感染率を示す長野県の温帯性個体群より著しく高かった．さらにモズの餌動物であるバッ
タ類が中間宿主となる線虫の一種 Hamatospiculum sp. に，繁殖個体の過半数が感染していた．南
大東島のモズにおける繁殖個体の年齢構成は，北海道や大阪の地域集団より雌雄共に有意に若齢個体
の占める割合が高く，色足輪を用いた個体追跡から，一歳繁殖雌の翌年までの生存率が低いことが明
らかになった．また南大東島のモズの一腹卵数は，北海道や大阪の地域集団より有意に少なかった．
そして線虫感染症や巣立ち雛数の増加に伴う繁殖コストの上昇は，育雛期の親の鳥マラリア感染強度
を上昇させ，さらに翌年の生存率を低下させることが示唆された．1970 年代前半に繁殖個体群が確
立した亜熱帯域における，宿主-寄生者の相互作用は，モズの繁殖と生存に大きな影響を与えていた．
本研究は，宿主-寄生者の相互関係が，宿主鳥類の生活史形質の緯度的変異を生み出す重要な選択圧
のひとつになることを明らかにした初めての研究である． 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 小型スズメ目鳥類の繁殖形質が温帯と熱帯・亜熱帯で異なる現象は最近注目されており，その
説明モデルもいくつか提案されているが，違いをもたらす生態的および進化要因については不明
な点が多い．本研究は，本来温帯域に生息するモズが1970年代に亜熱帯域の南大東島に定着し形
成した隔離個体群を研究対象に，その生活史形質の変化の実態とその淘汰要因を，8年間に渡る
野外調査により研究したものである． 
 生息場所の選好性はじめ基本的生活様式は本州などのモズとの間に大きな差異はなかった．し
かし，調査地のモズ個体群に一歳齢の個体の占める割合が高く，特に一歳繁殖雌の翌年までの生
残率は低かった．また南大東島の個体群では，一腹卵数が本州や北海道の個体群に比べ有意に小
さく，さらに北海道で見られる年齢の増加にともなう繁殖パフォーマンスの上昇もなかった．こ
の特有な生活史形質の変化は，この隔離個体群が数十年の間にこの島に特異な淘汰圧を受けて来
たことを強く示唆している． 
 この淘汰圧について様々な候補を検討したところ，親や雛への捕食圧や，他種との餌などの資
源競争が重要であるとは考えられない．南大東島では，鳥マラリア原虫と線虫の一種による混合
感染が高頻度で観察されており，巣立ち雛数の増加にともなう繁殖コストの上昇が、育雛期の親
のマラリア感染強度を上昇させ、これがその生存率低下を招くことが強く示唆された．これによ
り新たな宿主-寄生者の相互作用が調査地での生活史形質の進化にとり重要な要因であることが
ほぼ明らかにされた．寄生による生活史形質への影響をこれほど明確に示した研究はなく，この
点は高く評価できる． 
熱帯・亜熱帯と温帯・冷帯の鳥類での繁殖形質や生活史の違いをもたらす原因の解明は，個々
の地域での調査だけでは難しい．自然の実験とも呼べる，寄生者との新たな相互作用に暴露され
た隔離個体群での本研究の成果は，モズに留まらず，緯度による地球規模での鳥類の生活史進化
と生活史の変異の理解に大きく貢献するものであり，博士（理学）の学位を授与するに値するも
のと審査した。 
 
